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ABSTRAK 

 

Annisa Nizmaya Putri Melati. 2021. Omoiyari dan Amae Dalam Novel Kitchen 

Karya Yoshimoto Banana. Skripsi, Program Studi Pendidikan Bahasa Jepang, 

Fakultas Bahasa dan Seni, Universitas Negeri Jakarta. 

Penelitian ini menggunakan objek yaitu novel Kitchen karya Yoshimoto Banana. 

Tujuan dari penelitian ini untuk menganalisis keterkaitan omoiyari (kepedulian) 

dan amae (kebergantungan) dalam menghadapi fenomena hikikomori yang 

digambarkan oleh tokoh Mikage Sakurai dan Yuichi Tanabe. Penulis menggunakan 

metode studi pustaka untuk mengumpulkan data dan menggunakan metode 

deskriptif analisis untuk  menganalisis data, kemudian  dianalisa dengan teori Lebra 

dan Kazuya Hara, juga Doi tentang omoiyari dan amae mengkaji keterkaitan antara 

omoiyari dan amae dalam menghadapi hikikomori pada novel Kitchen karya 

Yoshimoto Banana. Kemudian hasil analisis dikemukakan dalam bentuk tabel. 

Berdasarkan hasil analisis, omoiyari yang dilakukan oleh tokoh Yuichi Tanabe dan 

Mikage Sakurai membangun rasa percaya yang mengakrabkan hubungan amae satu 

sama lain. Hubungan yang didasari dari omoiyari dan menimbulkan kepercayaan 

antarsesama ini membentuk kemampuan bersosialisasi dan mampu mengendalikan 

emosi seorang individu. Maka, jika dikategorikan sesuai dengan teori Lebra dan 

Kazuya Hara serta Doi tentang omoiyari dan amae, tokoh Mikage dan Yuichi 

mengekspresikan omoiyari dan membangun amae setelah terlahirnya kepercayaan 

antar keduanya. Lalu, Mikage mampu menarik Yuichi kembali ke Tokyo ketika 

Yuichi menunjukkan kecenderungan mengalami hikikomori dengan 

mengomunikasikan kepeduliannya dengan mengatakan mereka bisa menghadapi 

ketakutan-ketakutan yang ada bersama-sama. 

Kata Kunci : omoiyari, amae, hikikomori, psikososial, Jepang.
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ABSTRACT 

Annisa Nizmaya Putri Melati. 2021. Omoiyari and Amae in Kitchen Novel by 

Yoshimoto Banana (Study of Psychosocial). Faculty of Language and Art. State 

University of Jakarta. 

This study uses Kitchen novel by Yoshimoto Banana as the main object. The 

purpose of this study is to analyze the relationship between omoiyari (caring) and 

amae (dependence) in dealing with hikikomori phenomenon which described 

properly by Mikage Sakurai and Yuichi Tanabe. Method that used in this study is 

literature study method as in to collecting data, then analyze the data with 

descriptive analysis method alongside Lebra and Kazuya Hara also Doi’s theory of 

omoiyari and amae to examines the relationship between omoiyari and amae in 

dealing with hikikomori in Yoshimoto Banana’s novel, Kitchen. Thereafter, the 

analytical conclusion will be presented in tabular form. Based on the outcome, the 

omoiyari which were done by Yuichi Tanabe and Mikage Sakurai built a sense of 

trust that strengthened the dependency string between them. Any kind of mankind’s 

relationship which built by omoiyari would create mutual trust form of social 

interaction. Therefore, it’d be able to control oneself’s emotions after that. If it’s 

categorized according to the theories mentioned above, both Mikage and Yuichi 

succeeded expressing the trust they made from giving omoiyari which strengthened 

up their amae. Mikage whom Yuichi trust and depend on was able to draw him 

back to Tokyo when he tended to do hikikomori by cutting of the ties. Before he 

has been through that, Mikage prevailed get back in communicating with Yuichi 

again. 

 

Keywords: omoiyari, amae, hikikomori, psychosocial, Japan 

 



iv 
 

 
 

吉本ばなな箸の「キッチン」という小説におけるおもいやりと甘え 

(心理社会的研究) 

ジャカルタ国立大学 

Annisa Nizmaya Putri Melati 

nizumayaptr@gmail.com 

概要 

A. 背景 

引きこもりは日本に知られている社会現象であり、人々はしば

しば外の世界、特に住む社会環境から身を制限する。そちらの言葉、

筑波大学の精神科医兼教授である斎藤環が発表して以来、1998年から

日本人の間で広く議論される。引きこもり経験者は、一般的に自分の

部屋に閉じ込められ、6か月以上外の生活と交流する可能性が低くな

る。社会からの圧力が高いとかイジメのため、他の人に関わりたくな

くなる気持ちのため、それらが心理社会的危険の原因になる恐れがあ

る。よく心理社会的危機と呼ばれる。引きこもりの人は一般的に、自

分の感情をはっきりと識別し、表現する能力と自信を徐々に失う。人

間同士の良好なコミュニケーションは、他人に社会的関係を維持し、

誰かが引きこもりをする可能性を最小限に抑える方法である。日本人

は社会環境とのコミュニケーション能力を高め、自信をつけるため、

幼い頃からおもいやりや甘えを教えた。 

mailto:nizumayaptr@gmail.com
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おもいやりというのは、人々の気持ちを感じる、感情を理解で

きるし、それに、反応する能力のことです。其れに、甘えというのは

他人に依存している概念からの甘い気持ちである。2019年の記者会見

で斎藤は精神科医としての経験から得た引きこもりのアプローチにつ

いても意見を述べた。引きこもりを体験する人々にとって、良いコミ

ュニケーションは最も重要な扶助だと言った。したがって、おもいや

りを与え、また、甘えの関係を作るのは引きこもりの段階から人を引

き戻すの重要な役割を果す。 

現実世界で発生する現象は、一般的に小説作家が物語を書くた

めの感化として使用される。吉本ばななは現実世界の現象を感化とし

て架空の物語を書く小説家である。吉本は死への恐怖を経験し、世界

で孤独を感じる 2人のキャラクターの状態を説明した。こちらの小説

では雄一とみかげの自己紹介、最初の出会いから甘えの関係が形成さ

れた。信頼を与えるおもいやりには、みかげは雄一が引きこもりをし

ようとしていた時、彼の世話をすることで、雄一を助けた。 

 

問題提供。 

1. 吉本ばなな箸の「キッチン」という小説におけるおもいやりのこ

とである。 

2. 吉本ばなな箸の「キッチン」という小説におけると甘えのことで

ある。 
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3. 吉本ばなな箸の「キッチン」という小説におけるおもいやりと甘

えの関係。 

 

B. 研究方法 

本研究では、すべてのデータを収集し、次のステップはデータ

の処理と分析である。使用される手法は記述的分析手法である。 

本研究では、イベントの状態を研究することにより、研究中の

問題の核心をより明確に説明し、答えることを目的としている

(Sugiyono, 2016:9)。おもいやりと甘えの関係と心理社会的危機の要因

について記述的分析手法を実施した。 

C. 研究結果と分析 

1. 吉本ばなな箸の「キッチン」という小説におけるおもいやりの

ことである 

吉本ばななの「キッチン」という小説で得られたデータは

29項目である。其れに、おもいやりと甘えの関係について説明す

る。 

番 特徴 データ量 ページ 

1 

 
お
も
い
や
り 

合意するためのおもいやり 5 
17-18, 19, 
42, 53, 67 

社会的互恵のおもいやり 4 
39, 114-
115, 117, 

133 
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傷つきやすい気持ちへおもいや
り 

4 
37, 42, 87, 

101 

直感的なコミュニケーションと
してのおもいやり 

8 

41, 52, 71-
72, 105, 
123-124, 
132, 134, 

137 

罪悪感や心配事に対するおもい
やり 

8 

29, 42, 55, 
67, 72-73, 
73, 89-90, 

133 

2. 吉本ばなな箸の「キッチン」という小説におけると甘えのこと

である 

吉本ばななの「キッチン」という小説で得られたデータは 11項目

である。次、データは 3つの部分に分けられた心理社会的理論によって

分析した。 

番 特徴 データ量 ページ 

1 甘え 11 

71-72, 85, 
89, 90, 

104, 107, 
114-115, 
115, 136, 
140, 141 

3. 吉本ばなな箸の「キッチン」という小説におけるおもいやりと

甘えの関係 

上記の分析表は、関係において他者に対してオモイヤリとアマエの間

に関係があることを確認している。これは 17〜133ページから得られた

おもいやりに関する引用から学ぶことができる。みかげのキャラクタが

雄一のキャラクタに、またはその逆に表現するオモイヤリの形態の多様

性は、それらの関係をより親密で相互依存させる。みかげのキャラクタ

と雄一のキャラクタが体験した天江は 71〜141ページの引用から、2人の

登場人物の信頼関係が深まったことからもわかる。 
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D. おわりに 

1. 吉本ばなな箸の「キッチン」という小説におけるおもいやりの

ことである 

この小説には 5種類のおもいやりことがある。合意するためのおもい

やりは 5引用があり、社会的互恵のおもいやりは 4引用があり、傷つき

やすい気持ちへおもいやりは 4引用があり、直感的なコミュニケーショ

ンとしてのおもいやりは 8引用があり、それに罪悪感や心配事に対する

おもいやりは 8引用ことがある。 

2. 吉本ばなな箸の「キッチン」という小説におけると甘えのこと

である 

吉本ばなな箸の「キッチン」という小説における、みかげのキャ

ラクタと雄一のキャラクタが最終的にどのように依存できるかを説明す

る 12の引用ことがある。 二人のキャラクタが表現する懸念は二人の緊密

な関係を強化することができ、三影と雄一の両方が再び自信を育むこと

ができる。 

 

3. 吉本ばなな箸の「キッチン」という小説におけるおもいやりと

甘えの関係 

上記の解釈の分析では、雄一とみかげは相互作用するたびに注

がれるおもいやりの後、甘え関係を経験していると結論した。上の

表は、甘えの関係は雄一に東京への戻ることが決意させることに成

功したことを示しています。其れに、みかげがしたおもいやり雄一

に伝えられた。 

したがって、社会的相互作用関係と甘えが個人に与える影響は人間同士の

コミュニケーションを強化する重要な役割を持つ。甘え関係を作るため、
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おもいやりが定期的に形成する信頼感と安心感が必要である。斎藤が言う

ように、地域との社会的コミュニケーションの実践と発展は引きこもりに

対処するための一時的な解決策であり、そちらは吉本ばななの「キッチ

ン」という小説によく示される。
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